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はじめに
今や世界における英語はEnglishesと呼ばれるほどに

多様化している。一方、日本では、小・中・高等学校一
貫した学びを重視し、外国語能力の向上を図ることが求
められている。４技能をバランスよく、なかでも、話す
こと［やりとり・発表］の力を育成するとして、各現場
の教員は意欲的な取り組みを行っている。しかし、校種
間の連携、また、日本の学校における言語の教育として
の日本語と英語の連携といった観点からは課題が多く、
手探りの状況と言える。本論は、グローバル化が進む時
代に日本の英語教育が抱える課題について、高等学校や
大学で教える視点から、現場実践や海外での状況を踏ま
えて検討し、解決の糸口を探るものである。

１．培うべき言語能力
英語使用のためには４技能をバランスよく身につけた

い。現在日本では話すことへの関心が高く、学校におけ
る話すことの活動もやりとりと発表、それぞれに意識し
た実践が行われている。

現場の現実としては、多様な生徒を前に、教師は様々
な生徒の必要に応えなければならない。例えば、進学校
と実業校では生徒の興味が異なるし、生徒の中には、進
学を目指すものもいれば、就職を希望するものもいる。
学習指導要領はありつつ、生徒の主体的な学びを引き出
すためには、個々の生徒の望む進路に沿って、必要とさ
れる能力を身につけさせることが求められる。生徒の学
ぶ意欲を高める現実的な工夫が必要である。

また、高等学校や大学の入学試験対策は生徒にとって、
学校にとって、重要であり、その試験方法は筆記・記述
が中心となる現実もある。

１.１　話すこと（やりとり）の指導の難しさ
話すことへの注目が高まっており、特に、「発表」と

「やりとり」と分けて考えるということは、その背後に、
用意した発表だけでなく、やりとりができるようになる
という志向が存在する。しかし、このやりとりというの
は、基本的な言語使用のあり方としては、実際の使用場
面に大いに依存するものである。すなわち、会話を教え
るということの困難が存在する。ここでいう会話という
のは、ともかく何か話そうというレベルではなく、内容
における相応の「質」と実際のコミュニケーションで通
用する表現としての「容認性」を持つものである。した
がって、ある程度のインプットがない限り、難しい。相
応の語彙と文を構築する基本的な文法を即座に使えるこ
とが求められる。さらに、産出されたものを教師が訂正
して指導するといったことができないものである。書く
ことや読むことは、現前とテキストがあるので、添削し
たり説明したりできる。しかし、やりとりはそうはゆか
ない。全く同じ相手と同じ場面・同じ状況でやりとりす
るということは、二度と起きないからである。教師とし
てできることは、モデルを示し、学習者の実践について
は今度同じような場面があったらこうするとよいのだと
いう方針を示すくらいで、たとえ、口語コーパスの情報
を提供したところで、結局は学習者が自ら経験によって
上達してゆくしかないであろう。

一方で、従来学習者に必要以上に高いハードルを設け
ていたのではないかと考えられることもある。いわゆる
ネイティブみたいな発音である。自分は発音が苦手だと
いう思い込みのもと、英語が嫌いになったり、英語で話
すことを億劫がったりする生徒が多い。世界に英語が広
がり、多様な英語話者が英語を使ったコミュニケーショ
ンをとっている現実において、日本人にアメリカ人やイ
ギリス人のような発音をしつこく求める必要はないと言
えよう。もちろん、何らかの理由で発音の上達を求める
生徒がいればその指導もできることも教師の資質の一部
である。グローバル化が加速し、異文化理解や多様化へ
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の認識の重要性が叫ばれているとはいえ、長い年月の中
で築かれてきた社会構造における偏見はそう簡単に払拭
されるものではないし、イギリス英語やアメリカ英語の
標準発音にある種のステータス（威信形としての存在）
が認められることがあるのも現実である。

さらに生徒の口を重くしているのは、間違えてはいけ
ないという意識の強さである。本来、間違えないように
するのは大切なことである。書くことを前提とするなら
間違えてはいけない。読者が目の前にいないから書くこ
とが選択されるのであり、即座のフィードバックが叶わ
ないならば、読まれた時にどう伝わるか細心の注意を
払って言葉を選択する必要がある。一方、話す際には、
産出においてその場でじっくり考えることはできず、即
興性が求められるが、相手が目の前にいて、反応を見る
ことはできる。話しことばと書きことばの大きな違いが
そこにある。少々間違えても構わないのである。間違え
ても言い直したり、言い換えたりすることができる。さ
らに言えば、文として整っていなくても、単語を並べれ
ば伝えることは可能である。

状況を複雑にしているのは、現代では、話し言葉と書
き言葉の境界線が見えにくくなっていることである。デ
ジタル化の進んだ時代では、話すように書く(入力する)
ことが日常化しており、「口語的な表現を文字で見る」
ようになっている。この点は学習者を取り巻く環境とし
て心得ておかなければならないであろう。ただし、程度
の差こそあれ、書き言葉と話し言葉の境界線が曖昧なの
は、今に始まったことではない。また、公的文書、契約
書、論文といったあらたまった文章や高度に正確さを要
求する文章の存在は依然として変わらないのであるから、
正しく書くことのできる能力は生徒の将来の職業選択の
可能性を考えるとたいへん重要である。

１.２　英語も変化している
英語を学習する目的は実用だけではないことは改めて

確認しておきたい。話せるようになることを主たる目的
とするならば、便利な道具が安価に利用できるようにな
る将来、英語教育のニーズは縮小せざるを得ないであろ
う。しかし、電卓があれば計算を学ばなくてよいかと言
えばそうではないように、英語を学ぶことは、言語やコ
ミュニケーションへの深い理解のために重要なことであ
る。母語以外の言語を知ることは、相対的に母語である
日本語の理解を深めるものでもあるし、また、世界には
いろいろな言語があることを知り、多様性を認める力に
もつながる。

言語は使用されている限り変化する。グローバル化や
情報化が進む新たな時代の特徴として、学習者も英語
の実態に触れる機会が多くなっている。昔は、学習者に

とって、英語は、教科書や限られた教材で見聞きするも
のであったが、今や、学習者の周りにはリアルな英語が
身近にある。特に英語母語話者の話し言葉の現実には、
日本で教えている英文法に照らしていえば「間違った」
現象が散見される。以下に少し紹介する。

次の英語は、松谷が大学の英文法の授業を受講して
いた学生から示された例である。スマートフォンの画面
を見せてくれて、下線部の英語は現在完了を用いるの
が正しいのではないのかという質問であった。彼女はバ
スケットボールに興味があり、日頃から関連のSNSやツ
イッターを見ていたらしく、この文はアメリカのプロバ
スケットボールプレイヤーがアップしていた文であった。

 “I got better.  I’m a better player now than I was last 
year.”

確かに、「昨年より今年のほうが調子がよくなってい
る」という意味であるから過去のことではない。アメリ
カ英語では現在完了の使用がどんどん縮小しているが、
これもその例であろう。アメリカ英語で見られるように
なった用法は他にもある。例えば、couldが仮定法に限
らず、過去に実際に「できた」ことにも用いられている
のをよく見聞きするようになった。以下は、もう既に辞
書でも紹介されているような例で、be different の後は、
fromとは限らない。

This is different ( from / than / to ) the other one.

また、もはや、会話やネット上ではthere’sが複数でも用
いられることは珍しくない。

 There’s these three men and they’re walking through 
the desert. （Biber et al. 1999: 947)

安藤（2005: 686)は以下のような例をあげ、「there’s の
あとには単数名詞はもちろん、複数名詞も普通に使用
される。there’sが文法化(grammaticalization)によって、
『存在』を表す不変化詞(particle)になっていることがわ
かる。」としている。

 There’s a lot worse teams in the league than us. (The 
Times 1995/3)

There’s two policemen at the door, Dad.  (Swan 1995)

デジタル化が進む時代に現れてきている現象として、
コンピューターに優しい、そしてもちろん人間にとって
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も使いやすい英語とでもいうようなものへの傾向が、主
として、ビジネスの世界で観察される。例えば、接触節
を用いず、必ず関係代名詞that を使用しようというもの
である(Kohl 2008)。あってもなくてもよいというより、
明確な目じるしがあるほうが構造の分析において処理が
しやすいであろう。Kohl (2008)はソフトウェアの文書
の例を豊富に挙げ、Global Englishについて、曖昧性や
不要な一貫性の無さを排除してゆくこと、文構造を明示
的にし、非母語話者にも母語話者にもわかりやすくする
ことを目指すとしている。

 In this book, Global English refers to written English 
that an author has optimized for a global audience by 
following guidelines that go beyond what is found in 
conventional style guides.

 The Global English guidelines focus on the following 
goals:
・eliminating ambiguities that impede translation
・ eliminating uncommon non-technical terms and 

unusual grammatical constructions that non-native 
speakers (even those who are quite fluent in English) 
are not likely to be familiar with

・ making English sentence structure more explicit and 
therefore easier for non-native speakers (as well as 
native speakers) to analyze and comprehend

・eliminating unnecessary inconsistencies
(Kohl 2008: 2)

いっぽうで、‘Don’t make any change that will sound 
unnatural to native speakers of English.’  (Kohl 2008: 4) 
として、英語母語話者にとって不自然と感じるような変
更をしないことを ‘the Cardinal rule’として明言している。

だが、母語話者と言われる人々の間でも見解が統一し
ていないことは多い。上記で触れた現在完了形について
も、例えば、イギリス人とアメリカ人では反応が異なる。
また、次の西脇(2019 : 58)からの引用に見られる現象も、
教科書はいわゆるネイティブチェックは受けているはず
であるから、母語話者の間でも判断が異なる場合もある
ことを示す例であろう。

 An observer noted, “She [= a bear] came out and got a 
fish, and pulled it back, and then she let the other one 
eat.” The young female obviously cared for her brother 
[, and her support was crucial for his survival].（下線
は西脇による）

 上記の英文が含まれる単元（Lesson）の文章は動物
の感情について英語で書かれたある文章から、一部を
用いて、教科書用に再構成されたものである。ここで、
下線を施したeatの解釈について検討したい。教師用
資料によると、教科書作成側は、eatの形に現れてい
ない目的語について、the fish/ itという定の解釈を提
案しているようである。しかし、10名の英語母語話者
は全員、定の解釈をするためには統語的な目的語を明
示すべきである、と回答している。

１.３　規範についての見直しとやりとりに必要な力
和泉(2016b: 235-236)は、話法における時制の一致

について、Bob said he is  innocent. と Bob said he was 
innocent . という２つの文の異なるニュアンスを説明し
た上で、次のように述べている。

 時制の一致は単なる形式操作として自動的に当てはめ
られる絶対的規則などではなく、あくまでも伝えたい
意味を考慮してそれに即して使われる柔軟な文法規則
なのである。とかく白黒といったように正解か不正解
かを断定しようとする学校文法には、必ずしも反映さ
れていない実際の文法の姿である。このような例から
もわかるように、教室指導が習得に与える影響は、そ
の指導内容、指導方法、また指導タイミングなどとも
大きく関係しており、他の多くの外的要因と内的要因
と複雑に絡み合いながら、習得プロセスに関わってく
るのである。

もちろん、教育するためには、指標となる規範は必要
である。学習者向けの語法書について、住吉(2016: 8-9)
は以下のように述べて、規範についての見直しが急務で
あるとしている。

 英語を学習する非母語話者の増加に伴って、学習者
向けの語法書が出版されるようになった。これらの語
法書に掲載される情報は、その教育的な性格上きわめ
て保守的にならざるを得ない。学習者向けということ
もあり、このような語法書で挙げられている項目がそ
のまま英和辞典に非文情報として採用されることも少
なくない。最近では学習者コーパスが構築され、英語
母語話者のデータを集めたコーパスとの比較をもとに、
学習者がつまづきやすい事項を多数掲載している語法
書もある。しかし、このような語法書で「不可」とさ
れている構文や表現が、英語母語話者に使用されてい
ることも珍しくない。このような「誤り」には、従来
の伝統的規範にもとづく語法書では触れられていない
項目も多い。
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このように考察してくると、母語でない英語を使用す
る限りは文構築のための基本的文法知識の習得はもちろ
ん必要であるが、英語学習において、文脈から意味を理
解すること、言語の情報構造や多様性への認識と理解を
培うことも重要と思われる。特に、発話時の場面でその
場の状況に合わせて「話す」ことができるようになるた
めには忘れないでおきたい観点である。こういった点は
母語においては実践しているはずのことである。

メルケルバッハ(2019: 156)にも「第１言語は実際には、
人間の社会化のための最も有力なツールであり、…メタ
言語的知識、すなわち言語そのものがどう機能するかに
関する知識を発達させるツールであると認識されてきて
います。」とあるように、母語の重要性については改め
て指摘されているところである。

２．生徒の学習意欲を高める指導
「なんで英語を勉強しなくちゃいけないの？」とは古

くて新しい問いである。最近はかつてに比べると、この
問いを発しにくい雰囲気が社会にあるが、日本に住む多
くの日本人は英語を使わずに生活しており、また必ずし
も英語が使えるかどうかが生活の質や幸せに影響すると
いう社会でもない。いずれにせよ、英語は必修科目であ
るが、子どもにしてみれば、なぜ？にある程度の説得力
があれば、学習意欲は向上するであろうし、何より、こ
の問いに対し、「試験があるから」とか「TOEICで高
いスコアをとるため」とかでは、テストを受けない場合
やテストが終われば、意味がないことになる。教師とし
て、学ぶ意義を伝える答えを用意しておきたいものだ。

よく言われてきたのは、世界の人とコミュニケーショ
ンをとるため、とか、日本にいてもこれからは多くの外
国人と接する機会が増えるからといったものである。確
かに一理あるが、このことは、反面、日本の子どもたち
に、世界の人は英語を話しているという誤解を抱かせて
もきた。世界にはいろいろな人種や言語があり、もとも
と英語を話す人は限られており、教育によって英語を用
いるようになる外国人は限られていることも理解してお
きたい。ただし、国際的な場面で英語が用いられること
には間違いなく、道具としての英語は便利である。

日々の授業の中で、ちょっとした工夫をすることはで
きる。英語だからということではなく、課題に取り組む
手順や、設問を解く順番を生徒自身が選択できるように
することもその一つであろう。授業運営には長期的な計
画があり、基本的には教師が明確な指示を出さないと生
徒は混乱してしまうが、タイミングをみて、余裕のある
時に、生徒自身が選べる取り組みを仕組むことは可能で
あろう。石井は実際にこれまでそういった場面を作る試

みをしてきたが、英語が苦手な生徒やなかなか集中して
取り組むことができない生徒も、自分で選んだのだから
という意識が生まれ、一人一人が主体的に取り組む姿が
観察された。

これからの新たな道具として、情報機器やAI、翻訳
機能が発達し、子ども達の間でもタブレット端末やス
マートフォンが普及しつつあり、辞書もオンラインでの
利用が一般的になってきている。道具は便利だし、児童
生徒の興味を引くが、言語の実力を伸ばしているかどう
かは別である。英語学習に苦労して時間とエネルギーを
費やさなくても、便利な道具が外国人とのコミュニケー
ションを可能にしてくれる。

だが、生徒の中には将来専門的な領域で自分の力で英
語を用いたコミュニケーションをすることになるものも
いるであろう。現実の指導の場で（例えば作文指導等）
どのように工夫すればよいだろうか。外国語でしか伝え
ることができない相手とのコミュニケーションの機会を
用意すれば、相手と更に理解しあいたいという気持ちが
学習意欲につながる。「理解しあいたい」という生徒の
思いを重視し、学習効果を上げる取り組みとして、山口
県立華陵高等学校で実践されている国際交流を通したラ
イティングやスピーキングの活動は一つのモデルとなる。

以下、中本が参画している華陵高校における実践を紹
介する。華陵高校では姉妹校（オーストラリア）や米軍
岩国基地内の高校生とオンラインでの交流を進めている。
彼ら彼女らは日本語を学習している英語母語話者であり、
日本の高校生とも同世代として興味関心を共有すること
も多い。こういった実際の交流においては、話す聞くと
いった活動と書く読むといった活動を自然な流れで行う
ことができる。以下のように、段階を踏んで、生徒たち
の主体的な取り組みを促しており、交流も深まっている。
はじめは、話す聞くといった活動（やりとり）を行って
いたが、書く活動と組み合わせて準備させることで生徒
の主体的な工夫が増え、対面でのやり取りも充実してき
ている。

初期 ：お互いに質問を用意する。自己紹介ののち用意
していた質問をする。（話す聞く）

　→ 交流を楽しむ機会との出会い。この段階では技能
に関する学びは目的としない。

中期 ：事前に自己紹介を文面で交換し、済ませてお
く。対面の日にはそれぞれのことについて尋ねた
り答えたりしてやりとりする。（書く読む・話す
聞く）

　→ 事前に自己紹介文を作成する際、明確な相手がい
るので、生徒は実際の場面を想定しながら作成し
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ている。提出させて、教師が添削できる。文章作
成に際し、あまり翻訳に頼っていない印象。オン
ラインで話すときも、決まった質問と応答を繰り
返すだけの形式的会話ではなく、自身の言いたい
ことを伝えようとする工夫が見られた。

現在 ：事前に自己紹介や学校紹介を含むメッセージを
複数回、文面や録画した動画で相手とやり取りし、
お互いについての理解が少し深まったところでオ
ンライン会話をおこなう。

　→ 事前に相手のことが多少なりとも分かってからだ
と話しやすい。事前に多くの活動をするので、技
術的な学びにもつながる。具体的な相手を想定し
て書いたり話したりするため実際のコミュニケー
ションに近い。

2021年1学期までに、既に上記の中期段階までは実践済
みで、２学期以降にオンライン会話を実施予定である。

上記のような取り組みは次のような点において学習支
援として極めて有効である。

１ ）インターネットを活用することで、留学に行かなく
ても実際のコミュニケーションの場面を作り出すこと
ができる。

２ ）ライティングや動画作成の折にも相手を想定しやす
いので、コミュニケーションに対するモチベーション
が上がる。

３ ）コミュニケーションにおいて、相手への配慮の意識
が働き、技能面においても表現における具体的な選択
ができる。

もちろん、このような実践にはそれなりの設備が必要で
あるし、また、教師の負担も大きいであろう。多忙を極
める中、意欲的に取り組んでおられる現場の先生がたに
敬意を表したい。生徒の学ぶ意欲や、また英語の技能面
においてもその成長を図るに大きな意義があるであろう。

３．多様な学力の生徒にどのように対応するか？
中 学 校 学 習 指 導 要 領 ( 平 成 2 9 年 告 示 ) 　 総 則 編

（2016:81）には「各学校において学校生活全体におけ
る言語環境を整えるとともに、言語能力を育成する中核
的な教科である国語科を要として、各教科等の特質に応
じた言語活動を充実する。」とある。

３.１　日本語と英語の比較の観点から
言語を道具や受験科目として考えるのではなく、観察

し鑑賞する対象として、日本語と英語を相対的に扱いな

がら言語やその背景にある文化への気づきをもたらす可
能性について考えてみたい。松谷は10年以上にわたって、
大学１年生対象の日本語の文化・英語の文化（旧名：日
英対照言語学）という授業の中で、和歌の日本語とその
英訳を扱っており、学生には好評である。例えば、次の
ような比較的有名なわかりやすいものを選び、いくつか
の英訳とともに提示する。

いずれも百人一首の有名なものであるが、英語訳も複
数示し、「答えは一つではない」こと、「感じたことを
込めて言葉で表現する」こと、そして、それぞれの言語
表現の相違、言語の背景にある文化や自然と人間とのあ
り方などを考える。さらに、活動の一つとして、英語版
をもとに日本語の現代版を作ってみようという課題を出
す。すると学生たちは楽しんで、それぞれ工夫を凝らし
て見せてくれる。英語と日本語を行き来しながら、母語
を使った表現を行うことになるので、英語の学力にあま
り関係なく、だれもが自分なりの言葉を駆使する様子が
窺われる。また、改めて母語についての気づきを得たと
いう学生のコメントもよくある。以下に、英語版と、そ
れをもとに2019年度の授業で学生が作成した現代日本
語版の例を３つ紹介する。

Though I try to keep it secret,
my deep love
shows in the blush on my face.
Others keep asking me
―Who are you thinking of?

(マックミラン 2009: 99)

Ａ） 私はそれを秘密にしようとするが、私の深い愛は
顔に出てしまう。

　　 他の人達は私にたずね続けるのだ　あなたは何を
考えているの？

Ｂ）私は自分の深い愛をかくそうとするのだが
　　赤面が勝手に話してしまう。
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　　「誰のこと考えてるの？」と友達は問い続ける。

Ｃ）私は秘密にしようとするけれど
　　私の頬の赤みに私の深い愛はあらわに。
　　他の人が私に尋ねてくるの。
　　君は誰のことを考えているんだい？

学習者にとって、言語表現において難しすぎないこと、
内容面において手ごたえある「質」で、且つ、興味ある
もの（恋の歌）であるというところが、学習者の意欲を
引き出すのではないかと考える。

３.２　CLILの考え方と日本における課題
中学校・高等学校では英語の授業を英語でするという

ことになっている。教員が英語で授業を実施することに
よって、日本の日常にはない英語のコミュニティを、一
時的にではあるが、作ることができる。生徒を英語に慣
れさせる効果がある。留意しなくてはいけないのは、教
員の自己満足にならず、生徒が英語を使う機会を増やす
ことが大切だということである。

ここでは、新しい社会に対応したアプローチとして教
科科目等の内容とことばを統合したCLIL (Content and 
Language Integrated Learning)の可能性と授業での英語
使用について考察する。

CLILは内容に注目することによって学習者の意欲的
取り組みを促す効果があると言われている。そもそも、
学習者が興味を持つのは「内容」であって、道具はあく
まで道具である。だから、お買い物ごっこをする際、英
語を道具として考えると、なぜそんな面倒な道具を使っ
て活動しなければならないのかと動機が高まらない子が
いても不思議はない。CLILは、英語を通して学ぶこと
で内容が広がり深まる可能性を狙っている。

 グローバル化は、以前には見られないような相互に関
連した世界を構築しようとしています。新しい技術が
情報や知識の交換を促進しています。さらに、このこ
とが私たちの生活のすべてにわたって世界経済の統合
と変化を加速させてきました。人やモノの移動は物理
的にもバーチャルにもかなり盛んになっている現実が
あり、それに伴う言葉の必要性はますます重要になっ
ています。複雑なグローバル社会に生きる現実は何
をどのように教えるかにも影響を与えるようになりま
した。そして、そのような現実は言語教育だけでなく、
他のすべての科目の学習にもかかわるようになってい
るのです。
 　いくつかのことを統合する学習は、学習者にグロー
バル社会に適する知識や技術を効果的に提供する今

日の教育形態として、発展するようになってきました。
（笹島他 2011: 13）

CLILはCBI (Content-based Instruction 内容中心指
導法)とその原理や技法において似ているが、もとも
とCBIはアメリカの学校でESL (English as a Second 
Language第二言語としての英語)を英語母語話者が教
える発想であるのに対し、CLILは上記にもあるように、
ヨーロッパ諸国で、EFL (English as a Foreign Language
外国語としての英語)を非母語話者の教師が教えるもの
として広まったヨーロッパ市民育成を目指したもので
あった。

授業は次の4つのCを有機的に統合して行うものとさ
れている。(Coyle, Hood, and Marsh 2010: 41)

Content (subject matter)
Communication (language learning and using)
Cognition (learning and thinking processes)
Cu lture (developing intercultural understanding and 

global citizenship)

もともとヨーロッパでのニーズに沿って生まれたもので
あるので、4つ目のCultureはヨーロッパ市民の育成に重
要な要素であるが、日本で紹介されているものの中には、
例えば、渡辺・池田・和泉 (2011)のように「Community 
協学」を４つ目として挙げているものもある。また、笹
島他 (2011)では「Culture (Community) 文化（コミュ
ニティ）」としている。鳥飼 (2019: 123-124)は日本の
場合であってもcommunity 「共同体」と同様、culture 
「文化」は重要な要素であるとして、5C もしくは6Cと
してCLILを考え、その修正版CLILは目標を「グローバ
ル市民の育成」に置いていることを付言している。

笹島他 (2011: 132-135)は実践のアドバイスとして以
下の15項目を挙げている。

1．心理的にも物理的にも安全な環境をつくる
2．つねにCLILのことば（外国語）を使う
3．生徒が日本語を使うのをはじめは受け入れる
4．ゆっくりと話し、はっきりと発音する
5．適切なレベルのことばを使う
6． 意味を明確にするために表情、しぐさ、絵などを使

う
7．くり返しは必要です
8．意味ある活動をする
9．ことばのモデルを提示する
10．ことばを使う多彩な機会を作り出す
11．特に大切なのはコミュニケーション
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12．4技能すべてが使える機会を与える
13． 学校でCLILのことば（外国語）を使うシステムを

作る
14．目標は高く、しかし現実的に
15．生徒の努力や成功を評価する方法を見つける

笹島他 (2011)では、ヨーロッパやアジアにおける実践
例と考察に加え、日本での実践例も紹介している。ヨー
ロッパではある程度普及しているとはいえ、国によって
も扱いは異なるし、成功例もあれば失敗例もあるとして
いる。根本的な課題として、科目内容とことばという二
重の目的があり、教える側にも教科内容の知識不足や
外国語をうまく使えないといった問題が生じる。必然的
に、教師の授業準備に多くの時間がかかるわけで、誰が、
どんな教材を使って、どのように教えるのかという点
は、教員養成や研修の問題となっている(笹島他 2011: 
72-73)。また、マレーシアでうまくゆかなかった事例も
挙げ、アジアの文化では馴染みにくいのではないかとの
懸念も指摘している。日本については、小学校・高等学
校・大学での実践が紹介されており、「中学校では、カ
リキュラム上の制約があり、まだ馴染みがなく、実施は
むずかしいと考えられているようです」（笹島他 2011: 
88)　とある。

CLILは、小中高どの段階でも実践でき、学習者は英
語以外の教科内容の知識を用いることができるので、内
容への興味がモチベーションとなり、それほど英語が得
意でない多様な児童・生徒への対応を可能にする。

例えば、次の方程式について、（1）から（5）の言述
は英語だと（6）から（10）である。

x2−5x＋6＝0　 (＊)
x2−5x＋6=(x−2)(x−3)

(1)  方程式(＊)の解は2と3である。
(2)  2と3は方程式(＊)の解である。
(3)  方程式(＊)の解は３である。
(4)  3は方程式(＊)の解である。
(5)  2と3が方程式(＊)の解である。

(6)  The solutions of (＊) are 2 and 3.
(7)  2 and 3 are solutions of (＊).
(8)  The solution of (＊) is 3.
(9)  3 is a solution of (＊).
(10)  2 and 3 are the solutions of (＊).

(1)も(2)も正しい文だが、（1）はその他の解はないこ
とも言っており、(2)より内容が豊富である。(5)は(1)

と同じ意味で、正しく内容豊富である。（3）は間違い、
(4)は正しい文である。これらの日本語文と英語文は齋
藤 (2010: 102-105)で説明されているものであり、「日
本語のふたつの助詞《は》と《が》の区別はきわめて論
理的なものであり、しかも微妙である。われわれはその
区別を感覚的に知っているけれども、日本語文をかく
ときは、いつもこのことを念頭においておくといいと思
う。」(齋藤 2010: 105)とある。英語の冠詞の理解の観
点からも興味深い。母語の感覚が身につき、方程式をよ
く理解している生徒は、英語でどう表現するのかについ
て（6）から（10）を訳さなくても、定冠詞と不定冠詞
の違いも含め、概念的に理解できる。ただし、方程式の
理解が母語の脳でできていないところに英語を持ち込む
と、ますます混乱することになってしまうであろう。

母語で高等教育が受けられるのは日本のよいところで
ある。日本では、母語で十分に教育ができるのに、なぜ
わざわざ不便な道具（不自由な外国語）を使うのかとい
うCLIL批判も当然生じてくる。特に中学校・高等学校
と、教科内容が複雑になればなるほど、CLIL実践は英
語教師のみがどんなに頑張っても、扱う内容によっては、
単独では不可能であり、英語以外の教科の教員との協働
が必要である。しかし、今の日本の学校では、現場の教
員たちには教材研究を含めそのような取り組みを準備す
る時間的余裕は与えられていないのが実情であろう。特
に、進学校は大学受験を意識せねばならず、むしろ、日
本語を用いながら、複雑なことも学ぶほうが効率的であ
る場合もある。

３.３　CLIL実践の可能性
３.２で論じたような現状の中、日本の教室にあって

グローバル化の時代に対応した一つのモデルとして小
川が前任校である山口県立大津緑洋高等学校で実施し
たCLILの実践を紹介する。英語表現Ⅱの授業で環境・
貧困・平和・医療・教育など様々なテーマを扱った。生
徒の感想としては、「英文法をもっと学びたい」という
ような意見もあったが、「世界の現状を知ることができ、
できることを始めたい」、「世界に目を向けるきっかけ
になった」など肯定的な意見が多かった。ここでは「環
境問題と南北問題」を扱った授業の一部を記す。

Content (授業で扱う題材)
まずは世界が抱える環境問題にどのようなものがあるの
かを個人で考えることから始めた。フィリピンのゴミ山
問題やマイクロプラスチックの問題など一人ひとりが考
えていた。まずは生徒自身が考える時間を設けた。

Cognition (「内容」について「思考」する)
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テキスト本文を読み、その後、暗記や理解するという低
次思考力(LOTS)だけでなく、一人ひとりが考えた問題
についてどうすれば解決できるのか解決策を考えるなど
創造や評価という高次思考力(HOTS)まで授業で扱える
よう意識して授業を組み立てることによって環境問題に
対して問題意識を喚起させた。

Culture / Community (生徒相互の協同学習)
ペアワークでお互いに自分の考える環境問題と解決策を
伝えあうなど、友人と話し合って課題を解決する活動を
させた。最後は「クラス内環境サミット」としてプレゼ
ンテーションを実施した。最後に英語でみんなに発表す
る時間を設けた。

Communication (４技能の指導)
プレゼンテーションの準備をする際のspeaking (発表)の
指導、本文を読む際のreadingの指導、また、必要な言
語材料の提供などを行い、生徒は授業全体を通して４技
能５領域を学習していった。

４つのCに分けて授業の内容を記したが、英語の教科
書には様々な題材が扱われている。教科間連携や教科横
断というように英語以外の教員との連携は現場の実情を
考えると簡単なことではない。しかしながら、2024年
に発行される日本の新紙幣についての題材では、新紙幣
の肖像となる歴史上の人物について各自タブレットで調
べた後に、If you have a chance to introduce a person on 
a Japanese bill, who do you want to introduce?という質
問を与え、一人で考え、ペアでやりとりをして、グルー
プで発表するという構成であれば、英語の教員だけでの
授業も可能であり、新紙幣や歴史上の人物について「英
語」を用いて学ぶことができる。このように教科書の言
語材料だけでなく、教科書の題材にも焦点をあてるこ
とによって、英語で内容について考察し、学習者同士の
やりとりを通じて、言語を身につけ、思考力・判断力・
表現力を養っていくことができるのではないだろうか。
「語るべき内容(content)があるからこそ、他者に伝える
手段としての言葉(communication)が必要になる。また
考えるべき内容があるからこそ、思考(cognition)が刺激
され、広がりと深まりを増していく。さらに、他者との
交わり(community)があるからこそ、コミュニケーショ
ンが重要になっていくのである。」（和泉 2016a: 76）
とあるように４つのCを授業に取り入れることで授業の
質を最大限高めることができる。CLILの手法で自分事
としてとらえ、地球規模で進む多様な問題について学び、
考えることでSDGsの理解にも役立つのではないかと考
え、今後はCLIL×SDGsの授業実践を検討していきたい。

おわりに
今後の教育の現場では、デジタル化が加速してゆくで

あろう。社会の変化、その社会を背景とした言語の変化
に伴い、新たに生まれてくる課題は複雑化していく。国
際化や国際交流が一層盛んとなる時代において、英語
を話すこと、特に、やりとりのスキルはもちろんのこ
と、多様な文化を背景とした言語への理解を培うことが
英語教育においても求められる。また、デジタルの翻訳
機能やAIが進化する時代に、「なんで英語を勉強しな
くちゃいけないの？」という生徒の問いに対して、自分
の思いを他者に伝えるためには適切な英語表現の知識
が必要であるとの認識をもたらすことも教員の役割であ
ろう。いっぽうで、多様な学力の生徒にどのように対応
するか、現実のコミュニケーションにおいては読むこと
書くことのスキルも重要であるといった点、母語での高
等教育が可能な社会である日本における日本語と英語
の教育はどうあるべきかといった課題は引き続き重要で
ある。さらに、教科科目等の内容とことばを統合した新
たなアプローチCLIL (Content and Language Integrated 
Learning) の日本における可能性について、国際的な視
野で、世界におけるSDGsへの動きを見据えた実践も期
待される。

付記
本稿は2019年度教育実践総合センター「山大教育

発：次世代の山口県教育開発プロジェクト」に採択され
た「多様化の時代における日本の英語教育の新たな課
題」における研究成果の一部である。論文中、表現の至
らない点があれば、文責は松谷にある。
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